８時間で６３キロ走破
和田　順一

　７月。私にとっての「個人的３大イベント」の開始です。「３大イベント」とは、７月の８時間走、８月の奥武蔵75キロ、そして10月の１万メートル泳です。

　その最初である「８時間耐久レースin所沢航空記念公園」が７月３日に開催されました。公園の周回コースを朝８時にスタートし、夕方の４時までの8時間に何キロ走れるかを競うもので、今年で11回目。今までの大会記録は男子で101キロ、女子で85キロです。今年は、男子が294人、女子が52人で合計346人がエントリー。4,000円もの参加料を払ってまで、皆よくやるものです。最年少は奥武蔵75キロでも活躍している14歳と15歳の兄弟、最高齢は72歳の男性。地域的には、沖縄からの参加者もおられましたし、イギリスの女性も参加。アテネ・パラリンピックのマラソンで優勝した男性も出場と多士済々でした。

　私は、昨年は2.66キロのコースを21周し、55.86キロで230人中95位、つまり上位41％という記録でした。その昨年と今年で大きく変わったのはコース。今年は3.3キロのコースとなりました。これは私にとっては１周毎に飲食物を取るのに丁度良い距離でした。あまり短い距離だとしょっちゅう止まる感じになりますし、逆に長すぎると体力がもちません。
　２つ目の変化は、天気。昨年は炎暑の中の大会で、何度も何度も頭から水をかぶって走ったものですが、今年は終日、曇天。天気予報によれば最高気温は23℃で５月並みの気温となり、７月にしては走りやすい温度でした。おかげさまで、前週の木曜日に風邪で寝込み、かつ右膝にずっと痛みを持つ身でありながら、合計19周、62.7キロを走破できました。

昨年の経験があるためか、低い温度のためか、８時間が長くは感じられず、気持ちよく走れました。８時間で63キロを走った後でも、負け惜しみではなく、あと数時間は走れるような感覚でした。終わるのが惜しいような・・・。殆ど病気？
これにはエイドの方々の心温まる応援と飲食物の提供も大きく貢献しています。２時間ほど走った後で食べたオニギリが何とも美味しかったです。朝４時に起床して朝食を取って以来ですから・・・。その後もソーメン、ふかしたジャガイモ、サツマイモ、もう一度ソーメン、そして雑炊をご馳走になりました。この雑炊が、これまた美味しかったです。数時間走った後とはいえ、涼しいくらいの感じでしたので暖かいものが特に美味しく感じられたのです。もちろん、これら以外にも常備してあったものはたくさんあります。バナナ、グレープ・フルーツ、キウィ、スイカ、トマト、キュウリ、漬物、梅干、黒砂糖、飴、水、紅茶、オレンジ・ジュース、コーラ、アクエリアス等々。誰かが「グルメ・マラソン」と称していましたが、まさにその通りで、８時間走後の体重は、いつもの62.5キロを維持していました。

おかげさまで「３大イベント」の最初が、まずまずの結果で終了しましたことを関係者の皆様に御礼申し上げます。そして、次なる奥武蔵75キロに向けての練習再開です。（完）　
